















Takahashi(l993)) などがこれである。 これらの論文では, まったくふれ
られていないが, これらをまとめる際に絶えず頭の中で思い浮べていた2
地域間のヒト・モノ・カネのマクロ的な流れをモデル化した図がある。 とく














































魅 常 取 引 資 本 取 引
財・サービスの移出入 県外から(̃、)の要 素 所 得 県外から(へ)のその他題常移転
県外から(へ)の








1 .  1 展用者所得
1. 2 営業余剰
1 . 3 固定資本減耗
l .  4 間接税
l .  5 (控除)補助金
1. 6 民間最終消費支出
l .  7 政府最終消費支出
1 . 8 県内総固定資本形成
1. 9 在庫品增加
l . l 0  財・サービスの移出
l . 1 l  (控除)財・サービスの移入
県内総生産(市場価格) 県内総支出(市場価格)












-・_ 財・サ ービスの移入超過 地域2(大都市圈)

























2. 1 財・サ ー ビスの移出 2. 2 財・サ ー ビスの移入
2. 3 財・サービスの移出(純)
受け取り 支払い





































































































































4 . 1 財・サ ー ビスの移出
4 . 2 県外からの展用者所得




4 . 7 経常県外余剰
受け取り 支払い












































































5. 1 財・サ ー ビスの移出
5 .  2 県外からの雇用者所得
5 . 3 県外からの財産所得
5. 4 県外からのその他の経常e転
5. 5 財・サ ービスの移入
5. 6 県外への雇用者所得
5 . 7 県外への財産所得
5 . 8 県外へのその他の経常移転
5. 9 県民経常余剰
受け取り 支払い



































































6 . 9  (控除)補助金




7 . 2 在庫品増加
7 . 3  県外に対する確の純増
7 . 4  県民貯蓄
7 . 5 固定資本減耗





































































































































































































縦軸のS-I と X-Mは, それぞれ, 県内貯蓄投資差と移出入的を表して
いる。高橋(1993)やTakahashi(1993)では,「政府支出」の增加があ
る と , S-I曲線が右にシフトする,その結果県内総生産(=県内総支出)
は增加するが,移出入的が悪化する。また,「市場・産業構造要因」が変
7 ) モデルの詳細については, 高橋(1993),Takahashi(l993)を参照のこと。















































タ ー ン が (+ + 十)となるものが,「市場均衡型」であり,これ以外の符
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